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［成果情報名］遺伝子組換えによる形質転換シクラメンの作出法

［要約］シクラメン実生の黄化葉柄を、100μM アセトシリンゴン添加のMS培地（1 mg/l

AgrobacteriumTDZ、0.1 mg/l 2,4-D、30 g/l ショ糖、2 g/l ゲルライト、pH 5.8）上で

EHA105株と20℃の暗黒条件で5日間共存培養し、10 mg/lのメロペネムとハイtumefaciens

グロマイシン添加の同じMS培地で8週間選抜することで形質転換体を獲得できる。

［キーワード］シクラメン、脂肪酸不飽和化酵素（FAD）遺伝子、形質転換体

［担当部署］バイオテクノロジー部・遺伝子操作チーム

［連絡先］092-924-2970

［対象作目］花き・花木 ［専門項目］バイテク ［成果分類］研究手法
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［背景・ねらい］

シクラメンに内在する脂肪酸不飽和化酵素（FAD）遺伝子（平成16年度農業関係試験研

究の成果）の働きを制御し、耐暑性などの環境ストレス耐性や病害抵抗性を持った形質転

換シクラメンを作出するために、 を利用した形質転換体作出Agrobacterium tumefaciens

法を確立する。

［成果の内容・特徴］

１．シクラメン実生の黄化葉柄を1 mg/l TDZ、0.1 mg/l 2,4-D、30 g/l ショ糖、2 g/l

ゲルライトを含むMS培地（再生培地）で、20℃の暗黒条件下で培養をすると、約4週間

でカルスを経由して、不定芽が形成される（図１ 。）

２．100 μM アセトシリンゴン添加の再生培地上で黄化葉柄と EHA105株A. tumefaciens

を20℃の暗黒条件で5日間共存培養し、10 mg/l メロペネムと10 mg/l ハイグロマイシ

ン添加の再生培地で8週間選抜することで、形質転換体が得られる（図２ 。）

３ 「ビクトリア」の2倍体と4倍体及び「K523P」の合計11,500切片に遺伝子導入を行っ．

た結果、PCR陽性の形質転換体を158個体獲得できた（表１ 。）

［成果の活用面・留意点］

１．遺伝子組換えによる形質転換シクラメンの作出に活用できる。

２．作出した形質転換体の特性と環境に対する安全性は、閉鎖温室、特定網室、隔離圃場

で確認する必要がある。



［具体的データ］

図1 シクラメンの不定芽形成

注）培養期間は4週間

注） AS：シロイヌナズナ由来 アンチセンスAtFAD7 FAD7

AS：タバコ由来 アンチセンスNtFAD3 FAD3

7 exon：シクラメン「ビクトリア」由来 第7エクソンRNAiCpFAD FAD7th

5 exon：シクラメン「ビクトリア」由来 第5エクソンRNAiCpFAD FAD7th
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